
Service Above Self - One Profits Most Who Serves Best 

国際ロータリー第 2660 地区

2022-2023 年度のための地区会員増強セミナー 

プ ロ グ ラ ム

日 時： 2022 年 5 月 28 日(土)  受付 13：00～  会議 13：30 ～ 16：00 

会 場： 大阪 YMCA 国際文化センター 2階 大ホール 

司会：地区クラブ奉仕・拡大増強委員会 次年度副委員長 藤間 好太郎 

（敬称略） 

開会点鐘 ガバナー 吉川  秀隆 

出席者紹介     地区クラブ奉仕・拡大増強委員会 次年度副委員長 藤間 好太郎 

ガバナー挨拶 ガバナー 吉川 秀隆 

ガバナーエレクト挨拶及び趣旨説明 ガバナーエレクト 宮里 唯子 

「クラブビジョン策定について」 地区クラブ奉仕・拡大増強委員会 委員長 加茂  次也 

「会員増強と退会防止について」  

 地区クラブ奉仕・拡大増強委員会 副委員長 石橋 英司 

－－－－－－－－－－－－－－－－－ 5 分間休憩 －－－－－－－－－－－－－－－－－ 

クラブ活動事例報告 

① 「大阪東RCのクラブビジョン策定の経緯」  大阪東RC会員組織委員長 瀬戸口 哲夫 

② 「会員増強の取り組みについて」 大阪平野RC会員増強委員長(会長エレクト) 阿部 洋治郎   

                              新入会員   加賀 心太 

新入会員    赤松 優希 

③ 「少人数クラブの会員増強の取り組み」   高槻東RC 会長エレクト  浜田 篤介 

「ロータリーの友 PR」 次年度地区幹事 青山 快玄 

講 評 パストガバナー 四宮 孝郎 

閉会点鐘 ガバナー 吉川 秀隆 
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【資料③】クラブの健康チェック 

【資料④】会員の満足度を高める(会員満足度アンケート) 
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【資料⑦】会員増強と退会防止について 



(敬称略)

ガバナー 吉川　秀隆 大阪 地区代表幹事 早嶋　茂 大阪

パストガバナー 井上　暎夫 ● 千里 次年度地区代表幹事 下條　泰利 大阪南

パストガバナー 横山　守男 ● 大阪中央 次々年度地区代表幹事 前田　要之助 大阪東淀ちゃやまち

パストガバナー 高島　凱夫 ● 大阪中之島 次年度地区副代表幹事 山本　和良 大阪南

パストガバナー 四宮　孝郎 大阪西南 〃 岩佐　嘉昭 東大阪

直前ガバナー 簡　　仁一 茨木 次年度地区幹事 青山　快玄 大阪北梅田

ガバナーエレクト 宮里　唯子 茨木西 〃 岡部　倫正 大阪城南

ガバナーノミニー 延原　健二 大阪大淀 〃 津村　昌明 茨木西

〃 市村　優次 東大阪

Ｉ.Ｍ.第1組ガバナー補佐エレクト 神寳　敏夫 大阪梅田

Ｉ.Ｍ.第2組ガバナー補佐エレクト 伊藤　智秋 高槻 地区研修委員会　委員 樋口　信治 ● 大阪

Ｉ.Ｍ.第3組ガバナー補佐エレクト 塩谷　眞治 大阪東 〃 新堂　博 大阪城北

Ｉ.Ｍ.第4組ガバナー補佐エレクト 伴井　敬司 大阪難波 〃 藤井　眞澄 ● 大阪南

Ｉ.Ｍ.第5組ガバナー補佐エレクト 小山　章松 ● 大阪船場 地区研修委員会　幹事 清水　久博 大阪南

Ｉ.Ｍ.第6組ガバナー補佐エレクト 若宮　邦弘 大阪天王寺

Ｉ.Ｍ.第1組ガバナー補佐ノミニー 武枝　敏之 豊中 地区ローターアクト委員会　次年度委員長 伊藤　勝彦 ● 大阪南

Ｉ.Ｍ.第2組ガバナー補佐ノミニー 井伊　圭一郎 吹田西

Ｉ.Ｍ.第3組ガバナー補佐ノミニー 岩本　昌治 くずは クラブ奉仕・拡大増強委員会　委員長 加茂　次也 東大阪

Ｉ.Ｍ.第4組ガバナー補佐ノミニー 横田　孝久 東大阪 クラブ奉仕・拡大増強委員会　副委員長 金子　勝信 東大阪中央

Ｉ.Ｍ.第5組ガバナー補佐ノミニー 上田　勝嗣 大阪西南 〃 浜田　篤介 高槻東

Ｉ.Ｍ.第6組ガバナー補佐ノミニー 中島　清治 大阪天満橋 〃 石橋　英司 東大阪

クラブ奉仕・拡大増強委員会　委員 藤間　好太郎 大阪水都

〃 能勢　孝一 大阪東

〃 下宮　義弘 ● 大阪東南

クラブ奉仕・拡大増強委員会　次年度委員 川口　秀司 大阪東

〃 福田　忠 大阪難波

2022-23年度のための会員増強セミナー 　出席者一覧　①

【資料　　　】①-2



(敬称略)

ＩＭ クラブ名 会長エレクト(代理含) 増強担当(代理含) ＩＭ クラブ名 会長エレクト(代理含) 増強担当(代理含)

池田 田中　孝史 橋本　昌也 東大阪 村岡　修 中原　由輝広

池田くれは 加藤　光祥 奥山　裕治 東大阪東 藤本　良男 芳田　至弘

箕面 芝野　弘三郎 ● 山本　貴雄 ● 東大阪西 吉村　篤 柳山　稔

箕面千里中央 野村　正勝 湯川　泰孝 東大阪中央 尾崎　元 ● 浅野　光男 ●

大阪水都 今堀　茂 ● 欠席 東大阪みどり 田村　嘉宏 北井　孝彦

大阪中央 欠席 宮崎 好弘 大阪柏原 壇野　隆一 植田　利弥

大阪北梅田 濱中　眞希子 吉川　翔 ● 大阪御堂筋本町 仁科　真二 横山　倫子

大阪北 浜田　晋 ● 清水　雄一郎 大阪難波 林　博之 赤坂　宏

大阪大淀 森　薫生 島田　大 ● 大阪ネクスト

大阪そねざき 米倉　正裕 ● 石井　正人 ● 大阪南 澤村　剛士 ● 青山　総一郎・小林　豊光

大阪梅田 大矢　善昭 ● 中島　賢一 ● 八尾 吉本　憲司 松井　良介 ●

大阪梅田東 深尾　元詞 森田　大●島戸　俊明 ● 八尾中央 松尾　汎 ● 藤木　良顕 ●

豊中 都井　正剛 ● 松山　辰男 八尾東 堀内　伸也 ● 高橋　広一 ●

豊中千里 樽井　郁夫 ● 地嵜　剛史 ● 大阪堂島 村川　幸作 山際　智裕

豊中南 長谷川　龍司 ● 山田　敏央 ● 大阪フレンド 岡　賢一 ● 金谷　和浩 ●

茨木 殿村　昌弘 ● 簡　仁一 大阪西北 髙士　誠二 弓田　浩司

茨木東 對馬　康全 ● 阪上　博史 大阪リバーサイド 徳山　善雄 高濵　昌次

茨木西 角谷　真枝 森　　拓哉 大阪船場 沖　真一郎 ● 岡本　真太郎 ●

大阪東淀ちゃやまち 戸田　和孝 ● 磯田　郁子 大阪心斎橋 森田　邦治 田坂　敏章 ●

大阪淀川 西川　正一 ● 欠席 大阪西南 太田　敏一 樋野　新太郎 ●

千里 村上　正巳 ● 吉崎　和幸 ● 大阪ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾃｨ 和氣　勝海 ● 竹川　　充

千里メイプル 山田　克子 ● 藤田　芳浩 ● 大阪アーバン 下出 　一 岩﨑　雅己

摂津 西尾　賢司 ● 和泉　愼也 ● 大阪うつぼ 大竹　光明 ● 北野　慎二 ●

新大阪 湯浅　隆之 ● 欠席 大阪西 相崎　秀樹 安部　吉宏

吹田 田中　豊司 﨑山　博教 ● 大阪 欠席 廣田　康人 ●

吹田江坂 内田　潤 ● 橋本　豊 ● 大阪イブニング 松浦　克巳● 欠席

吹田西 伊藤　泰充 坂本　一成 西村　聡 阿部　洋治郞

高槻 石田　佳弘 ● 白石　純一 ● (会員)加賀　心太 (会員)赤松　優希

高槻東 浜田　篤介 山西　陽祐 大阪城南 細川　直人● 井上　裕貴

高槻西 長谷川　博之 ● 西川　知行 ● 大阪中之島 栗山　博道 嶽下　勇治

大東 中野　秀一 佐藤　多加志・田川　和見● 大阪大手前 岡田　耕平● 真木　俊久 ●

大東中央 白川　初美 大和田　雅江 大阪咲洲 山村　哲也 栗田　隆志

枚方 仲　光男 河本　能久● 大阪東南 和田　光博 ● 碇　洋司 ●

門真 大倉 基文● 西川 亮彦 ● 大阪天満橋 髙橋　俊起 寺杣　晃一 ●

交野 嶋田　健一 橘　正記 大阪天王寺 松本　隆司 ● 大田　仁司 ●

香里園 柴田　正夫 岩浅　義彦 ● 大阪帝塚山 岡田　茂樹 ● 塩中　一成 ●

くずは 橘　喜久夫 鳳山　成志

守口 井上　智裕 ● 石谷　隆子● 地区関係出席者数

守口イブニング 福田　治夫 欠席 クラブ出席者数

寝屋川 山根　哲郎 近藤 利則 ● 合計

小髙　得央 藤木　玄三

瀬戸口　哲夫

大阪城東 柳瀨　寛之 吉井　朋子 ●

大阪城北 青木　義明 森垣　佳子 ●

大阪鶴見 津野　友邦 ● 山本　隆一 ●

大阪東
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44名　(内ｵﾝﾗｲﾝ8名)

156名 （内ｵﾝﾗｲﾝ76名）

200名 (内ｵﾝﾗｲﾝ84名)

●はオンラインによる出席者
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大阪平野
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私たちロータリアンとローターアクターは； 

持続可能な良い変化を生むために、多様性を重んじ、あらゆる側面で公平さを促進
し、異なる考えや価値観をもつ人々による貢献を大切にし、DEI「多様性・公平さ・
インクルージョン」を実現します。 

RI テーマを理解し、地域の特性にあった活動を通じて、それぞれが「魅力ある・元気
ある・個性ある」クラブになる事を目指します。 

ロータリーの原点である親睦と奉仕を根幹とし、世界および地域社会で良い変化を生
み出します。 

世界の未来を担う青少年の活動を支援し、若きリーダーの育成に努めます。 

2019年規定審議会は国際ロータリーの組織規定を改正し、ローターアクトク
ラブが国際ロータリーの加盟クラブになりました。 

１．より大きなインパクトをもたらす 
ポリオ根絶のためにアドボカシー活動とファンドレイジングを推進します。 
地域調査に基づいた、持続可能でインパクトをもたらす奉仕を強化します。 

２．参加者の基盤を広げる 
メディア、ソーシャルメディアや地域社会で、クラブと地区のインパクトを紹介
し、公共イメージ向上を推進します。 
あらゆる背景を持つ人、人生のさまざまな段階にある人のためにロータリーへの
新しい経路を開き、多様な人々の参加を促し、その貢献を尊重します。 

３．参加者の積極的なかかわりを促す 
全クラブが将来のビジョンや中期計画を策定するよう推奨します。 
さらに多くの会員が惹きつけられる新しいプログラムや行事、学びの機会を創出
します。 
クラブが毎年ロータリー賞の受賞を目指すことを推奨します。 

４．適応力を高める 
変わりゆく世界で国際的な発言力を高め、新しい機会を追求し、ロータリアンや
ローターアクターが地域で、国際社会で活躍するためのより多くの道をつくって
いきます。 
社会により良く奉仕するために、新しい人たちにオープンになり、テクノロジ
ー、社会の変化に迅速かつ恐れずに適応していきます。 

アドボカシー活動とは一人ひとりがポリオについて理解をし、解決のため
にできることを政府や社会に訴えていくことです。 

地区中期3ヶ年目標 (2022-23～2024-25)

2022-23年度より有効
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私たちロータリアンとローターアクターは； 

１．より大きなインパクトをもたらす 

ポリオデー（10月24日）にポリオ根絶にちなんだ活動をRAC、IAC、ロータ

リーファミリーと協働し、発信します。 

財団補助金（地区補助金・グローバル補助金）活動を実施し、発信します。 

ロータリアンは財団寄付目標（年次基金寄付150ドル、ポリオプラス基金寄

付50ドル、恒久基金寄付30ドル）を達成します。 

ローターアクトクラブは少なくとも5名の会員により合計$50の財団寄付を達

成します。 

２．参加者の基盤を広げる 

ローターアクター、インターアクター、ロータリーファミリーと協働して奉仕

活動を実施します。 

ロータリーのブランドを正しく使います。 

革新的クラブ、活動分野に基づくクラブ（衛星クラブ）の設立をめざします。 

３．参加者の積極的なかかわりを促す 

大阪のロータリー100周年を祝います。 

クラブのビジョンや中期計画を作ります、あるいは必要に応じて見直します。 

例会、フォーラム、研修、IMロータリーデー、新会員研修交流会、その他行事

をさらに魅力的な学びの機会とし、参加者基盤を広げ増強します。 

クラブや個人のロータリーの賞の受賞を目指します。 

米山記念奨学会を支援します。 

４．適応力を高める 

テクノロジーを利用して例会を実施し、交流や親睦を深め、奉仕活動を実行し

ます。 

会員全員が My Rotaryに登録することを目ざします。 

ラーニングセンターを活用します。 
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